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四万十市立西土佐小学校では各学年に畑（花壇）があり、理科の植物観察

学習のため、学年に応じた野菜などの栽培を行っていますが、これまで野生

動物の被害を受けることが度々ありました。

、 、「 、昨年度 特に被害の大きかった三年生の児童から 加害動物が何者なのか

どうして学校まで来て花壇を荒らすのか 」について確認するため、当センタ。

、 、「 」、ーに調査と加害動物の対策などの問い合わせがあり その結果 害獣の捕獲

「害獣との緩衝帯の管理 「保護対象物の保護」が必要とわかり、対象物の」、

保護をする活動を通して、動物との共存等について考える学習を３回実施し

ました。

今年度は、再度、校内の畑全体をネットで囲い(三・四年生の分は昨年度実

施済み。)加害動物の侵入を防ぎその成果を学習に繋げたいということで当セ

ンターに支援要請がありました。

これを受けて、７月１３日に、西土佐小学校の五年生児童１８名を対象と

した森林環境教育(体験学習)を実施しました。

、「 。」 、最初に教室で なぜ畑(花壇)に柵をしなければならないのか について

スライドを用いて簡単に説明しました。

その後、一・二年生と五年生、六年生の畑(花壇)の３カ所(周囲合計約４７

ｍ)を、五年生みんなで協力して作業をしたことで、畑(花壇)の全てをネツト

で囲み、保護柵を設置することが出来ました。

最後に小学校から、お礼の言葉(「作業体験を通して作業の道具や使い方、

柵で囲む段取りなど体験を通して知ることができ、児童達にとって良い体験

学習になりました 」との話)があり、当センターとしても無事に要請に応え。

ることが出来て良かったと考えています。
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そして、次回は、１１月に国有林での植樹体験(西土佐小学校三・四年生対

象)を予定をしています。

当センターでは、これらの各種体験学習を通じて地元の小学校に貢献する

と共に、森林環境教育を推進していきたいと考えています。

説明の様子 作業の様子

作業の様子

集合写真（五年生の畑・花壇前）

ネツト囲いの完成状況

集合写真（六年生の畑・花壇前）



第75号 令和４年９月発行

７月１５日に、四万十市立西土佐中学校の総合学習の中で、当センター職

員３名とハンターの方（現高知県猟友会中村支部副会長で四万十市役所農林

課の元職員）１名がそれぞれ４ヶ所に分かれて生徒達（４班構成）のインタ

ビューを交互に受けました。

今回インタビューを受けた経緯は、７月１日、西土佐中学校の一年生担当

の先生からの連絡で 「５月１２日にふれあいセンターで一年生を対象に行っ、

ていただいた森林環境教育（中学校の総合での学習名「山の学習 ）以降、生」

徒達で自ら探求しているうちに、いろいろな疑問等が湧いてきた。そこで、

ふれあいセンターの皆さんに、生徒から自主的な電話インタビュー形式で学

習を進めることも検討していたが、やはり電話対応より直接、学校で話しを

伺えないだろうかとなった。また、あわせて、シカ等野生鳥獣被害について

も学習したいので、ハンターの方をご紹介いただき、中学校で一緒に話しを

伺いたい 」という相談でした。。

このため、当センターでは 「事前に生徒さんの質問内容を確認し検討した、

い 」と返事していたところ、生徒達の思いのこもった動画と質問事項（歴史。

班、森を守る取り組み班、森を守る対策班が２班）の送付があったので、ハ

ンターの方を調整し、学校に紹介すると共に生徒達のインタビューに応える

べく事前の資料収集をして望みました。

そして、インタビューは終始、生徒代表による司会進行で進み、生徒達は

各班毎に、タブレットＰＣに聞きたい質問などを整理して入れており、手際

よく時間を決めて質問をし、返答に対しては各自メモを取りながら行いまし

た。

１時間位の時間ではありましたが、中で３回、班をシャッフルしました。

そして、生徒達は真剣そのもの、当センターの職員も質問に対する回答は事

前に準備をして望んでいたものの少し緊張しました。

終わりに生徒の代表から 「くくりワナの実物やいろいろな大小囲いワナの、

写真、囲いワナに活用しているネズミ取りの実物や仕掛けの仕組みなども教

えていただきました。また、シカ等野生鳥獣を、今、獲らなければならない

理由、林業の今昔についてもお聞きしました。その中で、私たちにできるこ

とがいろいろあることがわかりました 」とお礼の挨拶がありました。。

（参考、後日、生徒の感想文もいただきました ）。

終了後、学校から 「準備が不十分なため、十分な対応にはならなかったと、

思うが、急なお願いにもかかわらず、ハンターの方を紹介いただき、どうす

れば課題について探求解決できるのかアドバイスをしていただくなど、イン

タビューに真摯に対応してくれた事に対し、感謝申し上げる 」とのお礼があ。
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りました。

また、中学校では今年度から、心豊かに主体的に生きる生徒の育成を目標

に、探求プロセスを通して、自ら学び、かかわり合い、自分の思いを表現出

来る生徒の育成を目指しているので 「これからもふれあいセンターのご協力、

をお願いしたい 」と話がありました。。

当センターでは、これらの森林環境教育の実施を通して地元の中学校に貢

献すると共に、森林環境教育を推進して行きたいと考えています。

インタビューの様子 インタビューの様子

インタビューの様子




































